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人口と世帯 11月1日現在（前年同期）

人　口 住民基本台帳148,849（142,243）
〔うち外国人 6,093 （5,574）〕

　男 71,031（67,786）
〔うち外国人 3,136 （2,917）〕

　女 77,818（74,457）
〔うち外国人 2,957 （2,657）〕

世　帯 85,103（81,769）
昼間人口（平成22年国勢調査） 605,926

No.１３０４

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

／4 1
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第46回区政世論調査の結果
区立住宅・区立高齢者住宅
入居者募集
ウォームビズの実施
情報コーナー（施設／講座・
催し物／スポーツ／国保・
年金／その他）

今号の主な内容

茜http://www.city.chuo.lg.jp　 ツイッター https://twitter.com/chuo_city　 フェイスブック https://www.facebook.com/tokyochuo.city

▲自転車点検整備の様子

別表
No 店舗名 所在地 電話番号
1  関口車販（株）  京橋1‒8‒8   ☎（3564）0088
2  東洋物産輪業  銀座1‒21‒17 ☎（3538）7618
3  ドン・キホーテ　銀座本館  銀座8‒10銀座ナイン3号館 ☎（6215）9688
4  （有）松山自転車店  湊2‒3‒4    ☎（3551）3860
5  （有）竹田輪業  築地2‒11‒2  ☎（3541）6354
6  難波輪業  築地4‒3‒7岡安ビル1階    ☎（3541）6665
7  （有）関屋モータース  築地6‒11‒5 ☎（3541）8922
8  曽根輪業  築地6‒16‒5    ☎（3541）9228
9  （株）小林商会  新川2‒6‒1  ☎（3551）9980
10  （有）石田商店  日本橋本町1-5-2    ☎（3241）4993
11  小笠原輪業  日本橋大伝馬町4-1 ☎（3661）2544
12  自転車修理　CT  日本橋蛎殻町1‒8‒1栄楽ビル1階  ☎（3669）7123
13  自転車や　りんりん佃島店  佃2‒22‒3　1階 ☎（3520）8989
14  サイクルショップ　ルナ  月島1‒20‒10  ☎（3536）5323
15  小川サイクル  月島3‒13‒7 ☎（3531）0507
16  サクラ　勝どき店  勝どき4‒13‒4　1階SAKULA ☎（6221）2275
17  バイシクルセオ　晴海トリトン店  晴海1‒8‒1晴海トリトン内トヨペット棟1階 ☎（5144）8254

　自転車は手軽で便利な乗り物ですが、交通ルールを守らないと、重大な交通事故につながる恐れがあります。
　平成27年に発生した全国の自転車対歩行者の交通事故は2，506件で、その内、都内での発生件数は約３割
（772件）と高い割合を占めています。
　交通ルールを守り、正しいマナーで安全走行を心掛けましょう。

逢環境政策課交通対策係
 ☎（３５４６）５４４３

▶
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

自転車の安全利用
自転車は車の仲間です

❹安全ルールを守る
● 夜間はライト
を点灯

●歩道では、すぐ
に停止できる速
度、歩行者の通
行を妨げる場合
は一時停止

● 交差点での信号
遵守と一時停止、
安全確認

●   飲酒運転・
二人乗り・
並進の禁止

❺ 子どもはヘル
メットを着用

❸ 歩道は歩行者優先で、
　車道寄りを徐行

❷ 車道は左側を
通行

❶ 自転車は車道が
　原則、歩道は例外

自転車安全利用五則

● 道路標識などにより、歩道を
通行することができるとされ
ている場合
● 運転者が13歳未満の子どもや
70歳以上の高齢者、身体の不
自由な方
● 車道または交通の状況からみ
て、自転車の通行の安全を確保
するためにやむを得ない場合

原則として次の場合を除き
車道を走らなければなりません。

自転車保険
（ＴＳマーク）

加入費用の助成
自転車保険に加入しましょう

　たとえ万全の注意を払っていても、いつど
こで交通事故に巻き込まれるかは分かりませ
ん。事故により多額の費用を請求されるケー
スもあります。こうした予期できないトラブ
ルに備え、日頃から自転車の点検整備を行い、
自転車保険に加入しましょう。
　区では、自転車保険（ＴＳマーク）加入費用
の助成を行っています。
◎ＴＳマークとは、自転車安全整備士が点検
整備した普通自転車に貼付されるもので、
このマークには付帯保険が付いています。
対　象
　区内の自転車安全整備店（別表）でＴＳマー
クを取得した区内在住者
助成額
　1,000円
申請方法
　ＴＳマーク付帯保険加入書（控え）のコピー、
中央区ＴＳマーク取得費用助成金交付申請書、
同交付請求書兼口座振替依頼書、印鑑（朱肉
を使うもの）、口座情報を確認できるもの（通
帳のコピーなど）の５点を受付場所に持参ま
たは環境政策課交通対策係に郵送する。

申請書配布および受付場所
・区役所７階環境政策課交通対策係
・駐輪場管理室（築地市場駅地下、浜町公園
地下、月島駅地下、勝どき駅地下、人形町
二丁目地下の５カ所）

◎新たに駐輪場管理室、郵送での受け付けを
開始しました。

申請期限
　ＴＳマークに記載の点検年月日から１年間
付帯保険の内容

問い合わせ（郵送）先
　〒104－8404
　中央区築地１－１－１
　環境政策課交通対策係
 ☎（３５４６）５４４３

種　別 補償内容
損害内容 青　色 赤　色

傷害補償

死亡
一律　30万円 一律　100万円重度後遺障害

（1～4級）
入院加療15日
以上の傷害 一律　 1万円 一律　10万円

賠償責任
補償

死亡 限度額
1,000万円

限度額
5,000万円重度後遺障害

（1～7級）
被害者
見舞金

入院加療15日
以上の傷害 － 一律　10万円
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区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
統
計

的
に
把
握
し
、
今
後
の
区
政
運
営

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
５
月

に
区
政
世
論
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
今
回
は
、「
定
住
性
」「
防

災
対
策
」「
健
康
診
査
」「
高
齢
者

施
策
」「
子
育
て
支
援
」「
広
報
・

広
聴
」「
男
女
共
同
参
画
社
会
」「
防

犯
対
策
」「
公
共
施
設
」「
ス
ポ
ー

ツ
」「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
」「
施
策
の
要
望
・
評
価
」の
12

項
目
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

調
査
の
概
要

調
査
対
象

　
満
18
歳
以
上
の
男
女
個
人（
外

国
人
区
民
を
除
く
）

対
象
者

　
２
千
人

回
収
結
果

　
回
収
数　
１
０
３
６

　
回
収
率　
51
・
８
％

調
査
時
期

　
平
成
28
年
５
月

定
住
性

　
「
住
み
続
け
た
い
」、「
で
き
れ

ば
住
み
続
け
た
い
」の
定
住
意
向

の
あ
る
人
が
９
割
近
く
と
な
っ
て

い
ま
す（
別
図
１
参
照
）。

防
災
対
策

　
家
具
の
転
倒
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散

な
ど
に
対
す
る
備
え
は
、「
家
具
の

配
置
を
工
夫
し
て
い
る
」「
た
ん
す
、

書
棚
な
ど
転
倒
し
な
い
よ
う
固
定

し
て
い
る
」が
と
も
に
３
割
を
超

え
て
い
ま
す（
別
図
２
参
照
）。

　
ま
た
、
災
害
時
に
協
力
で
き
る

活
動
は
、「
救
援
物
資
の
仕
分
け

な
ど
の
防
災
活
動
へ
の
協
力
」が

６
割
で
最
も
高
く
、
次
い
で「
避

難
所
で
の
被
災
者
の
世
話
」が
４

割
を
超
え
て
い
ま
す（
別
図
３
参

照
）。

健
康
診
査

　
健
康
診
査
の
受
診
状
況
は
、「
勤

務
先（
家
族
の
勤
務
先
を
含
む
）で

実
施
す
る
健
康
診
査
を
受
け
た
」

が
４
割
を
超
え
て
最
も
高
く
、
一

方
で「
健
康
診
査
は
受
け
て
い
な

い
」が
２
割
近
く
と
な
っ
て
い
ま

す（
別
図
４
参
照
）。

高
齢
者
施
策

　
要
介
護
時
に
お
け
る
暮
ら
し
方

は
、「
主
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
利
用
し
て
、
自
宅
で
暮
ら
し
た

い
」が
３
割
を
超
え
て
最
も
高
く
、

次
い
で「
高
齢
者
向
け
の
住
宅
に

住
み
替
え
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
し
な
が
ら
暮
ら
し
た

い
」が
２
割
台
半
ば
と
な
っ
て
い

ま
す（
別
図
５
参
照
）。

子
育
て
支
援

　
重
要
と
考
え
る
子
育
て
支
援
策

は
、「
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・

地
域
型
保
育
事
業
所
・
幼
稚
園
な

ど
の
施
設
整
備
」が
４
割
台
半
ば

で
最
も
高
く
、
次
い
で「
一
時
預

か
り
保
育
、
延
長
保
育
、
病
児
・

病
後
児
保
育
な
ど
の
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
」が
３
割
台
半
ば
と
な

っ
て
い
ま
す（
別
図
６
参
照
）。

広
報
・
広
聴

　
効
果
的
な
広
聴
の
取
り
組
み
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
」と「
区

政
世
論
調
査
」が
と
も
に
３
割
台

半
ば
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す（
３

面
別
図
７
参
照
）。

男
女
共
同
参
画
社
会

　
男
女
の
地
位
の
平
等
感
は
、「
平

等
に
な
っ
て
い
る
」と
感
じ
る
の

は
、〝
教
育
の
場（
学
校
・
大
学
）

で
は
〞が
７
割
近
く
と
最
も
高
く
、

次
い
で〝
家
庭
で
は
〞が
４
割
台
半

ば
と
な
っ
て
い
ま
す（
３
面
別
図

８
参
照
）。

防
犯
対
策

　
区
に
特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

施
策
は
、「
地
域
の
防
犯
カ
メ
ラ

や
街
路
灯
設
置
の
推
進
」が
５
割

近
く
と
最
も
高
く
、
次
い
で「
通

学
路
や
公
園
な
ど
の
安
全
対
策
」

が
２
割
台
半
ば
と
な
っ
て
い
ま
す

（
３
面
別
図
９
参
照
）。

　
65
歳
以
上
の
区
民
の
方
に
、
健

康
の
保
持
増
進
や
地
域
の
方
と
の

交
流
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、

区
内
公
衆
浴
場（
別
表
１
）お
よ
び

他
区
協
力
浴
場（
別
表
２
）を
１
回

１
０
０
円
で
利
用
で
き
る「
敬
老

入
浴
証（
カ
ー
ド
）」を
希
望
に
よ

り
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
敬
老
入
浴
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
平
成
29
年
３
月
31
日

（
金
）で
有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、

更
新
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
11
月
下
旬
に「
更

新
手
続
き
の
ご
案
内
」を
郵
送
し

ま
す
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
の
区
民
で
敬

老
入
浴
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

更
新
期
間

　
12
月
１
日（
木
）〜

 

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

更
新
場
所

　
区
役
所
４
階
高
齢
者
福
祉
課
、

日
本
橋
・
月
島
特
別
出
張
所
、
シ

ニ
ア
セ
ン
タ
ー
、
各
い
き
い
き
館

（
敬
老
館
）、公
衆
浴
場（
別
表
１・

２
）

◎
12
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）に
日
本

橋
・
月
島
区
民
セ
ン
タ
ー
内
に

更
新
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

費　
用

　
無
料

持
ち
物

・
有
効
期
限
が
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
の
敬
老
入
浴
証

・
更
新
申
込
書

・
本
人
確
認
書
類（
保
険
証
・
運

転
免
許
証
な
ど
）

◎
ご
本
人
以
外
は
更
新
手
続
き
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

逢
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
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３
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別表１
地　域 浴場名 所在地 電話番号

京　橋

銀座湯 銀座1-12-2 ☎（3561）2550

金春湯 銀座8-7-5 ☎（3571）5469

入船湯 入船3-6-14 ☎（3206）0335

湊　湯 湊1-6-2 ☎（3551）0667

日本橋
世界湯 日本橋人形町2-17-2 ☎（3666）7663

十思湯 日本橋小伝馬町5-19
十思スクエア別館2階 ☎（6264）9920

月　島

日の出湯 佃1-6-7 ☎（3532）1629

月島温泉 月島3-4-5 2階 ☎（3531）1126

勝どき湯 勝どき3-9-7 ☎（5560）1019

別表２
地　域 浴場名 所在地 電話番号

千代田区
稲荷湯 千代田区内神田1-7-3 ☎（3294）0670

於玉湯 千代田区岩本町2-2-14 ☎（3866）2306

台東区

弁天湯 台東区浅草橋1-33-6 ☎（3864）7100

帝国湯 台東区浅草橋5-23-8 ☎（3851）2785

鶴の湯 台東区浅草橋5-27-2 ☎（3851）4569

 

（
３
面
に
つ
づ
く
）

第
46
回

 
区
政
世
論
調
査
の
結
果

中
央
区
敬
老
入
浴
証
の
更
新▲更新対象の敬老入浴証（見本）

見　本

教育の場（学校・大学）では

職場では

法律や制度では

社会活動の場では

家庭では

しきたりや習慣では

政治の場では

全体としては

別図1　定住意向

別図2　家具の転倒、ガラスの飛散などに対する備え

住み続けたい
55.9

家具の配置を工夫している

たんす、書棚など転倒しない
よう固定している

テレビ、パソコンなど落下
しないよう固定している

食器棚などに止め金具を
付けている

窓や食器棚などのガラス面に飛
散防止フィルムを貼っている

家具類がないため
固定する必要がない

特に何もしていない

無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

できれば
住み続けたい
30.9

できれば
転出したい
2.1

転出したい
1.1

わからない
9.2

無回答 0.9

（%）

（ｎ＝1,036）

別図11　過去１年間に行ったスポーツや運動の頻度

週に1～2日
程度　30.1

週に3日以上
20.1

月に1～3日
程度　22.4

3カ月に1～2日
程度（年に4～11日
程度）12.0

年に1～3日程度
7.8

わからない
1.5 無回答 6.1

（%）
（ｎ＝870）

別図5　要介護時における暮らし方

主に家族の介護
を受けながら、
自宅で暮らしたい
11.1

主に介護サービス
などを利用して、
自宅で暮らしたい
33.4

高齢者向けの住宅に
住み替えて、介護
サービスなどを利用
しながら暮らしたい
24.2

特別養護老人ホームなどの
介護施設に入りたい　9.7

介護付き有料
老人ホームに
入りたい　9.1

その他
0.7

わからない
10.0

無回答　1.7無回答　1.7

（%）

0 10 20 30 40

32.5

31.2

21.8

18.5

6.9

2.7

33.6

1.9

別図3　災害時に協力できる活動

救援物資の仕分けなどの
防災活動への協力

初期の消火活動

避難所での被災者の世話

インターネットによる
情報収集や伝達

負傷者の応急手当

倒壊家屋などからの救出・救助
外国語通訳・手話・建物の危険度
判定など専門的技能を活用した活動

その他の支援活動

協力できそうもない

わからない

無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30 40 50 60

59.6

42.6

別図4　健康診査の受診状況

勤務先（家族の勤務先を含む）で実施
する健康診査を受けた

区で実施している健康診査を受けた

個人で人間ドックなどを受けた

加入している健康保険組合などで実
施する健康診査を受けた

学校で実施する健康診査を受けた

その他で受けた

健康診査は受けていない

無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30 40 50

42.5

27.2

9.0

8.9

1.5

4.2

17.2

0.6

33.0

24.1

23.7

11.3

4.3

23.4

1.3

8.6

7.3

別図9　区に特に力を入れてほしい施策

地域の防犯カメラや街路灯設置の推進地域の防犯カメラや街路灯設置の推進

区内の犯罪発生状況や防犯に関する情報発信

通学路や公園などの安全対策通学路や公園などの安全対策

学校や児童館などの子どもの安全対策

地域の防犯パトロール活動などへの支援地域の防犯パトロール活動などへの支援

住まいの防犯設備整備費用の助成
防犯対策に関するハンドブックの配
布や講座・講演会などの啓発活動

その他

特にない

無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30 40 50

46.9

24.0

25.5

22.0

18.8

2.2

1.2

11.5

3.1

8.5

別図7　効果的な広聴の取り組み

別図8　男女の地位の平等感

インターネットを活用した
アンケート調査の実施

インターネットを活用した
アンケート調査の実施

各種相談窓口の充実各種相談窓口の充実

区政世論調査区政世論調査

区長への手紙Ｅメール君（区ホーム
ページからの意見書き込み）

区長への手紙Ｅメール君（区ホーム
ページからの意見書き込み）

パブリックコメント（各種計画案など
に対する意見募集）

パブリックコメント（各種計画案など
に対する意見募集）

区政モニター（公募したモニターから
の意見聴取）

区政モニター（公募したモニターから
の意見聴取）

区長への手紙（広聴はがき）区長への手紙（広聴はがき）

わからないわからない

その他その他

無回答無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30 40

35.4

35.3

33.1

14.1

12.9

10.6

13.3

5.3

3.2

10.8

別図10　現在不足していると思う公共施設
※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30
15.8
15.2
15.1

12.3
8.5
8.5

6.2
4.4
3.4
2.7
2.6

7.3

5.2

1.3
1.0
3.8

27.7

別図12　大会の開催に伴い期待していること
※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30 40
31.8

28.0

27.7

24.1

20.1

15.9

8.5

16.3

7.1

1.4

10.9

14.3

14.3

15.0

別図6　重要と考える子育て支援策

一時預かり保育、延長保育、病児・病
後児保育などの子育て支援サービス

保育園・認定こども園・地域型保育
事業所・幼稚園などの施設整備

職業生活と家庭生活との両立の支援

放課後などにおける児童の遊びや生活の場
公園の整備など、子どもを安心して

育てることができる環境整備
経済的な支援

子どもの健やかな成長の
ための教育環境の整備

児童虐待防止対策

子育て仲間が交流し、情報交換のできる場

母親と乳幼児などの健康の確保および増進

情報の提供や相談サービス

特にない

無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）

（%）

0 10 20 30 40 50
44.3

36.0

15.9

12.4

10.2

4.5

7.9

8.8

11.3

3.8

15.8

1.8

2.2

（ｎ＝1,036）
（%）

学校教育施設
庁舎・出張所

保健施設（保健所・保健センターなど）
その他
特にない
無回答

運動場
保養施設

公園
図書館
住宅

スポーツ施設（スポーツセンターなど）
子育て支援施設（児童館・保育園など）

高齢者福祉施設（おとしより相談センター・敬老館・特別養護老人ホームなど）

医療施設（休日応急診療所・休日応急歯科診療所・休日応急薬局など）

文化・学習施設（公会堂・社会教育会館など）
地域・集会施設（区民館・コミュニティルームなど）

幹線道路や公共交通の整備促進

五輪関連投資や消費増などによる経済活性化

防犯・防災対策の強化

外国人との交流機会の増加

スポーツ活動の活性化

ボランティアやおもてなしなどの地域活動の活性化

環境にやさしいまちづくりの推進

学校における国際教育などの推進

障害者支援やバリアフリー化などの福祉施策の推進

外国人が円滑に移動できる多言語対応の取組

健康づくりの推進

その他

無回答

地域の伝統・文化・観光資源の活用による
中央区の魅力・知名度の向上

1.4
3.0 68.1 11.5 2.5 13.5

1.5 7.642.8 31.55.8 10.8

4.7 44.2 24.6 7.8 9.09.7

2.0
38.2 33.5 9.6 11.55.2

2.6
27.2 32.3 19.7 10.87.3

0.6 17.0 45.8 22.9 10.23.6
0.8 13.6 37.9 34.6 10.72.4
1.4 23.2 50.9 11.5 9.63.6

女
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る

男
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る

無
回
答

平
等
に

な
っ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
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区民相談全般・窓口のご案内については、「まごころステーション」☎（3546）0561へお気軽にお問い合わせ・ご相談ください。

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

区
立
住
宅

　
主
に
中
堅
所
得
世
帯
の
方
を
対

象
と
す
る
住
宅
で
す
。

主
な
申
し
込
み
資
格

　
区
内
在
住
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

は
区
内
に
２
親
等
以
内
の
親
族
が

居
住
し
て
い
る
こ
と
、
同
居
親
族

が
い
る
こ
と
な
ど

区
立
高
齢
者
住
宅

　
満
65
歳
以
上（
昭
和
26
年
12
月

３
日
以
前
の
生
ま
れ
）の
１
人
暮

ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者
夫
婦
な
ど

（
２
人
世
帯
高
齢
者
）の
世
帯
を
対

象
と
す
る
住
宅
で
す
。

主
な
申
し
込
み
資
格

　
区
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
居

住
し
て
い
る
こ
と
、
自
立
し
て
日

常
生
活
を
営
め
る
こ
と
な
ど

◎
各
住
宅
の
世
帯
の
所
得
が
別
表

の
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る

こ
と
。

共　
通

募
集
す
る
住
宅
と
戸
数

　
別
表
の
と
お
り

申
し
込
み
の
し
お
り
な
ど
の
配
布

　
都
と
区
市
町
村
が
連
携
し
、
平

成
29
年
度
か
ら
原
則
と
し
て
全
て

の
事
業
主
に
、
特
別
徴
収
義
務
者

の
指
定
を
実
施
し
ま
す
。
事
業
主

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

特
別
徴
収
と
は

　
事
業
主（
給
与
支
払
者
）が
従
業

員（
納
税
義
務
者
）に
代
わ
り
、
毎

月
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し

引
き
、
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。

特
別
徴
収
義
務
者
と
な
る
事
業
主

期
間

　
11
月
21
日（
月
）〜
12
月
２
日

（
金
）（
11
月
23
日（
祝
）・26
日（
土
）

を
除
く
）

◎
配
布
期
間
中
に
、
区
役
所
５
階

住
宅
課
、
日
本
橋
・
月
島
特
別

出
張
所
で
配
布
し
ま
す
。

◎
日
曜
日
は
区
役
所
１
階
の
み
で

配
布
し
ま
す
。

◎
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

申
し
込
み
方
法

　
12
月
６
日（
必
着
）ま
で
に
日
本

郵
便（
株
）晴
海
郵
便
局
留
の
郵
送

で
申
し
込
む
。

◎
申
し
込
み
は
、
各
住
宅
区
分
１

世
帯
に
つ
き
１
通
で
す
。

◎
申
し
込
み
資
格
、
住
宅
の
所
在

地
、
間
取
り
な
ど
詳
し
く
は
申

し
込
み
の
し
お
り
、
ま
た
は
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

逢
住
宅
課
住
宅
管
理
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
４
６
７

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ

る
事
業
主
は
、
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
、
個
人
住
民
税
を
特
別
徴

収
で
納
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
従
業
員

　
前
年
中
に
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
お
り
、
か
つ
当
年
の
４
月
１

日
に
お
い
て
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て

ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
、
役
員
な

ど
全
て
の
従
業
員
が
特
別
徴
収
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

普
通
徴
収
が
認
め
ら
れ
る
場
合

　
次
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
、
例

外
的
に
普
通
徴
収
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
場
合
、
給
与
支
払
報
告

書
提
出
時
に「
普
通
徴
収
切
替
理

由
書
」も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
総
従
業
員
数
が
２
人
以
下

・
他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収

・
給
与
が
少
な
く
税
額
が
引
け
な

い
・
給
与
の
支
払
い
が
不
定
期

・
事
業
専
従
者（
個
人
事
業
主
の

み
対
象
）

・
退
職
者
ま
た
は
退
職
予
定
者

（
５
月
末
日
ま
で
）

逢
税
務
課
課
税
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
２
７
５

別表

住宅区分 住宅名 募集戸数 間取り 面　積 基準使用料
（月額）

所得基準
（年間所得）

区立住宅
晴海ガーデンコート 3戸 3DK 68.00㎡ 139,810円 1,896,001円～

14,400,000円晴海アーバンプラザ 1戸 2LDK+S 68.80㎡ 143,800円

区立高齢者住宅 高齢者住宅
晴海ガーデンコート 1戸 1DK 44.30㎡ 95,000円 0円～

14,400,000円

◎今回募集の住宅は、世帯の所得に応じた応能家賃となっています。
◎所得とは、給与所得者の場合、給与所得控除後の金額です。

（
２
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

区
立
住
宅
・
区
立
高
齢
者
住
宅
入
居
者
募
集

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

公
共
施
設

　
現
在
不
足
し
て
い
る
と
思
う
公

共
施
設
は
、「
特
に
な
い
」が
３
割

近
く
と
最
も
高
く
、
次
い
で「
ス

ポ
ー
ツ
施
設（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
な
ど
）」が
１
割
台
半
ば
と
な
っ

て
い
ま
す（
別
図
10
参
照
）。

ス
ポ
ー
ツ

　
過
去
１
年
間
に
い
ず
れ
か
の
ス

ポ
ー
ツ
や
運
動
を
し
た
こ
と
が
あ

る
と
回
答
し
た
方
の
ス
ポ
ー
ツ
や

運
動
の
頻
度
は
、「
週
に
１
〜
２

日
程
度
」が
３
割
と
最
も
高
く
、

次
い
で「
月
に
１
〜
３
回
程
度
」が

２
割
を
超
え
て
い
ま
す（
別
図
11

参
照
）。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

　
大
会
の
開
催
に
伴
い
期
待
し
て

い
る
こ
と
は
、「
幹
線
道
路
や
公

共
交
通
の
整
備
促
進（
道
路
の
整

備
・
拡
幅
、
基
幹
的
交
通
シ
ス
テ

ム
導
入
な
ど
）」が
３
割
を
超
え
て

最
も
高
く
、
次
い
で「
五
輪
関
連

投
資
や
消
費
増
な
ど
に
よ
る
経
済

活
性
化
」が
３
割
近
く
と
な
っ
て

い
ま
す（
別
図
12
参
照
）。

施
策
の
要
望
・
評
価

　
区
の
施
策
に
つ
い
て
満
足
度
と

重
要
度
を
伺
い
ま
し
た
。

満
足
度（
上
位
３
項
目
）

①
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の
整
備

②
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
推

進
③
子
育
て
支
援

満
足
度（
下
位
３
項
目
）

①
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
整
備

②
住
宅
対
策

③
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の
整
備

重
要
度（
上
位
３
項
目
）

①
高
齢
者
福
祉
・
介
護

②
子
育
て
支
援

③
防
災
対
策

施
策
へ
の
要
望（
上
位
３
項
目
）

①
高
齢
者
福
祉
・
介
護

②
子
育
て
支
援

③
防
災
対
策

報
告
書
の
閲
覧
な
ど

　
調
査
報
告
書
は
、
区
役
所
１
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
京
橋
・
日

本
橋
・
月
島
図
書
館
で
閲
覧
・
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
る
他
、
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

逢
広
報
課
広
聴
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
２
２
２

教育の場（学校・大学）では

職場では

法律や制度では

社会活動の場では

家庭では

しきたりや習慣では

政治の場では

全体としては

別図1　定住意向

別図2　家具の転倒、ガラスの飛散などに対する備え

住み続けたい
55.9

家具の配置を工夫している

たんす、書棚など転倒しない
よう固定している

テレビ、パソコンなど落下
しないよう固定している

食器棚などに止め金具を
付けている

窓や食器棚などのガラス面に飛
散防止フィルムを貼っている

家具類がないため
固定する必要がない

特に何もしていない

無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

できれば
住み続けたい
30.9

できれば
転出したい
2.1

転出したい
1.1

わからない
9.2

無回答 0.9

（%）

（ｎ＝1,036）

別図11　過去１年間に行ったスポーツや運動の頻度

週に1～2日
程度　30.1

週に3日以上
20.1

月に1～3日
程度　22.4

3カ月に1～2日
程度（年に4～11日
程度）12.0

年に1～3日程度
7.8

わからない
1.5 無回答 6.1

（%）
（ｎ＝870）

別図5　要介護時における暮らし方

主に家族の介護
を受けながら、
自宅で暮らしたい
11.1

主に介護サービス
などを利用して、
自宅で暮らしたい
33.4

高齢者向けの住宅に
住み替えて、介護
サービスなどを利用
しながら暮らしたい
24.2

特別養護老人ホームなどの
介護施設に入りたい　9.7

介護付き有料
老人ホームに
入りたい　9.1

その他
0.7

わからない
10.0

無回答　1.7無回答　1.7

（%）

0 10 20 30 40

32.5

31.2

21.8

18.5

6.9

2.7

33.6

1.9

別図3　災害時に協力できる活動

救援物資の仕分けなどの
防災活動への協力

初期の消火活動

避難所での被災者の世話

インターネットによる
情報収集や伝達

負傷者の応急手当

倒壊家屋などからの救出・救助
外国語通訳・手話・建物の危険度
判定など専門的技能を活用した活動

その他の支援活動

協力できそうもない

わからない

無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30 40 50 60

59.6

42.6

別図4　健康診査の受診状況

勤務先（家族の勤務先を含む）で実施
する健康診査を受けた

区で実施している健康診査を受けた

個人で人間ドックなどを受けた

加入している健康保険組合などで実
施する健康診査を受けた

学校で実施する健康診査を受けた

その他で受けた

健康診査は受けていない

無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30 40 50

42.5

27.2

9.0

8.9

1.5

4.2

17.2

0.6

33.0

24.1

23.7

11.3

4.3

23.4

1.3

8.6

7.3

別図9　区に特に力を入れてほしい施策

地域の防犯カメラや街路灯設置の推進地域の防犯カメラや街路灯設置の推進

区内の犯罪発生状況や防犯に関する情報発信

通学路や公園などの安全対策通学路や公園などの安全対策

学校や児童館などの子どもの安全対策

地域の防犯パトロール活動などへの支援地域の防犯パトロール活動などへの支援

住まいの防犯設備整備費用の助成
防犯対策に関するハンドブックの配
布や講座・講演会などの啓発活動

その他

特にない

無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30 40 50

46.9

24.0

25.5

22.0

18.8

2.2

1.2

11.5

3.1

8.5

別図7　効果的な広聴の取り組み

別図8　男女の地位の平等感

インターネットを活用した
アンケート調査の実施

インターネットを活用した
アンケート調査の実施

各種相談窓口の充実各種相談窓口の充実

区政世論調査区政世論調査

区長への手紙Ｅメール君（区ホーム
ページからの意見書き込み）

区長への手紙Ｅメール君（区ホーム
ページからの意見書き込み）

パブリックコメント（各種計画案など
に対する意見募集）

パブリックコメント（各種計画案など
に対する意見募集）

区政モニター（公募したモニターから
の意見聴取）

区政モニター（公募したモニターから
の意見聴取）

区長への手紙（広聴はがき）区長への手紙（広聴はがき）

わからないわからない

その他その他

無回答無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30 40

35.4

35.3

33.1

14.1

12.9

10.6

13.3

5.3

3.2

10.8

別図10　現在不足していると思う公共施設
※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30
15.8
15.2
15.1

12.3
8.5
8.5

6.2
4.4
3.4
2.7
2.6

7.3

5.2

1.3
1.0
3.8

27.7

別図12　大会の開催に伴い期待していること
※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）0 10 20 30 40
31.8

28.0

27.7

24.1

20.1

15.9

8.5

16.3

7.1

1.4

10.9

14.3

14.3

15.0

別図6　重要と考える子育て支援策

一時預かり保育、延長保育、病児・病
後児保育などの子育て支援サービス

保育園・認定こども園・地域型保育
事業所・幼稚園などの施設整備

職業生活と家庭生活との両立の支援

放課後などにおける児童の遊びや生活の場
公園の整備など、子どもを安心して

育てることができる環境整備
経済的な支援

子どもの健やかな成長の
ための教育環境の整備

児童虐待防止対策

子育て仲間が交流し、情報交換のできる場

母親と乳幼児などの健康の確保および増進

情報の提供や相談サービス

特にない

無回答

※複数回答

（ｎ＝1,036）

（%）

（%）

0 10 20 30 40 50
44.3

36.0

15.9

12.4

10.2

4.5

7.9

8.8

11.3

3.8

15.8

1.8

2.2

（ｎ＝1,036）
（%）

学校教育施設
庁舎・出張所

保健施設（保健所・保健センターなど）
その他
特にない
無回答

運動場
保養施設

公園
図書館
住宅

スポーツ施設（スポーツセンターなど）
子育て支援施設（児童館・保育園など）

高齢者福祉施設（おとしより相談センター・敬老館・特別養護老人ホームなど）

医療施設（休日応急診療所・休日応急歯科診療所・休日応急薬局など）

文化・学習施設（公会堂・社会教育会館など）
地域・集会施設（区民館・コミュニティルームなど）

幹線道路や公共交通の整備促進

五輪関連投資や消費増などによる経済活性化

防犯・防災対策の強化

外国人との交流機会の増加

スポーツ活動の活性化

ボランティアやおもてなしなどの地域活動の活性化

環境にやさしいまちづくりの推進

学校における国際教育などの推進

障害者支援やバリアフリー化などの福祉施策の推進

外国人が円滑に移動できる多言語対応の取組

健康づくりの推進

その他

無回答

地域の伝統・文化・観光資源の活用による
中央区の魅力・知名度の向上

1.4
3.0 68.1 11.5 2.5 13.5

1.5 7.642.8 31.55.8 10.8

4.7 44.2 24.6 7.8 9.09.7

2.0
38.2 33.5 9.6 11.55.2

2.6
27.2 32.3 19.7 10.87.3

0.6 17.0 45.8 22.9 10.23.6
0.8 13.6 37.9 34.6 10.72.4
1.4 23.2 50.9 11.5 9.63.6

女
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る

男
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る

無
回
答

平
等
に

な
っ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る



(4)中央エフエム・ラジオシティ「中央区からのお知らせ」（10分番組）（月～金曜日　AM10：30～ 10：40　PM3：00～ 3：10　PM9：30～ 9：40　祝日・休日、年末年
始を除く）、企画番組「ウィークリー声の架け橋」（20分番組）（月～金曜日　AM10：40～ 11：00　PM3：10～ 3：30　PM9：40～ 10：00　土・日曜日　AM10：00
～ 10：20　PM3：00～ 3：20　PM9：40～ 10：00）はFMラジオ84.0MHzで放送しています。

対
象

日
時

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

定
員

費
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

申
し
込
み
方
法

会
場

内
容

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

平成28年（2016年）11月21日（月曜日） No.１３０４区のおしらせ 1 1 月 2 1 日号

（5面からのつづき）情報コーナー
記入）⑨過去の本教室参加の有無
を記入して申し込む。

◎抽選の場合は過去に参加していな
い方を優先します。

◎当選者は区役所６階スポーツ課窓
口で手続きがあります。

逢スポーツ課スポーツ事業係
☎（３５４６）５５３１

少年少女トランポリン体験教室
唖平成29年１月21日（土）・28日（土）

計２回
午後６時～７時30分

娃総合スポーツセンター主競技場
亜区内在住・在学の小学生
愛20人（申し込み多数の場合は抽選）
挨無料（傷害保険は任意加入で保険

料800円は自己負担）
姶12月２日（必着）までに往復はがき

に①～⑤（５面記入例参照）⑥学校
名⑦学年⑧過去の本教室参加の有
無を記入して申し込む。

◎抽選の場合は過去に参加していな
い方を優先します。

◎当選者は区役所６階中央区体育協
会事務局窓口で手続きがあります。

逢〒104－8404
中央区築地１－１－１
中央区体育協会事務局
☎（３５４６）５７２９

国保・年金手帳

国民健康保険・介護保険・後期高齢
者医療制度
保険料休日納付相談
唖12月４日（日）

午前10時～午後４時
娃区役所４階保険年金課
［受け付け方法］
　窓口および電話で納付相談を受け

付けます。納付が困難な場合は、そ
のままにせず、早めにご相談くださ
い。
◎当日納付もできます。また、未納

がある場合、区から電話で納付の
お願いをします。

逢保険年金課収納係
☎（３５４６）５３６５

その他
飼い主のいない猫の譲渡会
唖12月11日（日）

午前11時～午後４時（受け付けは
午後３時30分まで）

娃中央区保健所
阿中央区動物との共生推進員が保護

している、飼い主のいない猫をお
譲りします。

◎本人を確認できるものを持参の上、
当日会場へお越しください。

◎猫は当日お渡しできません。詳し
くは、「中央区飼い主のいないネ
コ達」のホームページをご覧くだ
さい。

［主催］中央区動物との共生推進員
逢中央区保健所生活衛生課生活衛生

係
☎（３５４１）５９３６

茜中央区飼い主のいないネコ達
http://chuo2828.blog.jp

無料不動産相談会
唖11月26日（土）

午前11時～午後４時（受け付けは
午後３時30分まで）

娃数寄屋橋公園
◎当日、直接会場へお越しください。
◎詳しくは東京都宅地建物取引業協

会千代田中央支部のホームページ
をご覧ください。

逢（公社）東京都宅地建物取引業協会
千代田中央支部事務局
☎（３２９３）０８７８

茜http://www.chiyoda-chuo.
gr.jp

「中央区の森」事業へのご寄附
ありがとうございました
　平成28年４月から９月末まで、「中
央区の森」事業に29,000円のご寄附
をいただきました。これにより、事
業開始当初から平成28年９月末現在
の総額は4,503,289円になりました。
寄附金は「中央区森とみどりの基金」
に積み立て、森林保全活動を行う団
体への活動費助成などに使われてい
ます。
寄附金内訳

　平成28年４月から９月末までにご
寄附をいただいた方（敬称略・順不
同）
［個人］

喜納稔ほか４人
［団体］

三菱製紙販売株式会社
逢環境推進課環境活動係
　☎（３５４６）５６５４

若者のための就職面接会
in中央区
唖11月30日（水）

午後１時～４時（受け付けは午後
０時30分～３時30分）

娃区役所８階大会議室
亜おおむね35歳以下の方
［参加企業数］15社程度
阿当日は希望する企業と面接ができ

ますので、履歴書（写真貼付）を複
数枚ご用意ください。

挨無料
◎参加企業名は、おおむね開催日の

１週間前にハローワーク飯田橋の
ホームページに掲載します。

◎応募をご希望の方は、最寄りのハ
ローワークで紹介状の交付を受け、
面接会当日に会場へご持参くださ
い。ハローワークの紹介状がなく
ても参加できます。

◎詳しくはお問い合わせください。
逢商工観光課商工観光係

☎（３５４６）５３２９
ハローワーク飯田橋職業相談部門
☎（３８１２）８６０９
部門コード　４１＃

茜ハローワーク飯田橋
http://tokyo-hellowork.jsite.
mhlw.go.jp/list/iidabashi.html

飲料用自動販売機の設置者お
よび管理者の方へ
　空き缶などの散乱を防止し、資源
のリサイクルを促進するため、「中
央区廃棄物の処理及び再利用に関す
る条例」により、飲料用自動販売機
の設置者または管理者には、次のこ
とが義務付けられています。
・自動販売機１台ごとに設置届を提

出する
・回収容器の設置および管理を行う

とともに、回収した空き缶などの
リサイクルを図る

亜建築物の外に設置してある飲料用
自動販売機

◎設置届は区のホームページからダ
ウンロードすることもできます。

［設置する回収容器の基準］
　おおむね30リットル以上の容器で
近隣の美観を損なわないものであり、
空き缶などを入れる旨の表示がある
もの
［確認済証の交付］
　届け出があった自動販売機は審査
の上、確認済証を交付します。
◎詳しくはお問い合わせください。
逢中央清掃事務所排出指導係
　☎（３５６２）１５２４

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
の
認
可
保

育
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
長
時
間
・

保
育
所
部
分
）・
地
域
型
保
育
事

業（
家
庭
的
保
育
事
業
・
小
規
模

保
育
事
業・事
業
所
内
保
育
事
業
）

の
入
園
・
転
園
・
月
極
延
長
保
育

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
４
月（
第
１
回
）の
受
付
期
間

は
、
12
月
１
日（
木
）午
後
５
時
ま

で
で
す
。
締
め
切
り
後
に
提
出
さ

れ
た
書
類
に
つ
い
て
は
、４
月（
第

２
回
）の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

「
区
の
お
し
ら
せ　
中
央
」11
月
１

日
号
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

逢
子
育
て
支
援
課
保
育
入
園
係

☎（
３
５
４
６
）５
３
８
７

平
成
29
年
４
月
認
可
保
育
園
な
ど
の

入
園
・
転
園
・
延
長
保
育

申
し
込
み
受
け
付
け

　
区
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
、
一
年
を
通
し
て
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
省
資
源
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て

冬
場
の
暖
房
中
の
室
温
を
19
℃
に

徹
底
し
、「
室
温
に
適
し
た
服
装

で
の
執
務
」を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間

　
12
月
１
日（
木
）〜
平
成
29
年
３

月
31
日（
金
）

逢 

環
境
推
進
課
温
暖
化
対
策
推
進

係 

☎（
３
５
４
６
）５
４
０
６

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施

セ
ン
タ
ー
の
目
的

　
自
ら
の
能
力
を
生
か
し
な
が
ら

自
分
な
り
の
働
き
方
で
社
会
参
加

を
し
た
い
高
齢
者
に
、
多
様
な
就

業
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
き
が
い
や
生
活
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
の
働
き
方

　
一
人
一
人
が
、
知
識
と
経
験
を

生
か
し
つ
つ
、
お
互
い
に
協
力
し
、

仕
事
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
働
く

仕
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
１
週
当
た
り
20

時
間
以
内
の
臨
時
的
・
短
期
的
ま

た
は
軽
易
な
仕
事
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
状
況

　
多
く
の
セ
ン
タ
ー
で
仕
事
の
受

注
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
本
セ

ン
タ
ー
で
は
受
注
件
数
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
特
に
、
ご
家
庭
や
企
業
か
ら
、

部
屋
の
片
付
け
や
ビ
ル
清
掃
の
お

仕
事
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
や
発
注

が
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、
担
い

手
と
な
る
就
業
会
員
が
不
足
し
て

い
ま
す
。

入
会
資
格

　
60
歳
以
上
の
健
康
な
区
民
で
、

働
く
こ
と
や
社
会
奉
仕
活
動
に
意

欲
が
あ
り
、「
自
主・自
立
、共
働・

共
助
」の
目
的
を
理
解
し
て
働
け

る
方

入
会
説
明
会

・
開
催
日
時

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」で
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か

　
毎
月
13
日（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
の
場
合
は
直
前
の
平
日
）の
午

前
10
時
〜

◎
12
月
は
13
日（
火
）で
す
。

・
会
場

　
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

・
持
ち
物

　
住
所
・
年
齢
が
分
か
る
公
的
書

類（
健
康
保
険
証
な
ど
）、
印
鑑
、

会
費
、
筆
記
具

会
費

　
年
千
円

就
業
の
仕
組
み

　
セ
ン
タ
ー
が
会
社
、
商
店
、
家

庭
、
区
役
所
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
を
引
き
受
け
、
依
頼
主

と
契
約
を
結
び
ま
す
。

　
そ
の
仕
事
を
知
識
・
経
験
な
ど

を
考
慮
し
て
会
員
に
割
り
振
り
、

会
員
が
遂
行
す
る
仕
組
み
で
す
。

仕
事
の
内
容

　
自
転
車
整
理
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
、

家
事
手
伝
い
、
育
児
サ
ー
ビ
ス
、

簡
単
な
介
助
、
ビ
ル
清
掃
、
受
け

付
け
事
務
、
宛
名
書
き
、
翻
訳
・

通
訳
、
袋
詰
め
、
チ
ラ
シ
配
布
、

ポ
ス
タ
ー
貼
り
、
障
子
貼
り
、
草

取
り
、
簡
単
な
大
工
仕
事
な
ど

配
分
金

　
働
い
た
仕
事
に
応
じ
て
セ
ン
タ

ー
か
ら
配
分
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

会
社
・
商
店
・
ご
家
庭
の
皆
さ

ん
そ
の
仕
事
お
任
せ
く
だ
さ
い

　
会
員
の
仕
事
ぶ
り
が「
丁
寧
」で
、

「
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
」な
ど
、

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
豊
富
な
知
識
・
経
験
は
、
き
っ

と
お
役
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
中
央
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

逢
中
央
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー

☎（
３
５
５
１
）２
７
０
０

茜http://w
w

w
.chuo-sc.or.

jp



(5) テレビ広報番組「こんにちは　中央区です」（15分番組）は、東京ベイネットワークのケーブルテレビ111チャンネル（毎日AM10：00・PM0：00・PM8：00）、東京ケーブル
ネットワークのケーブルテレビ111チャンネル（毎日AM9：30・PM0：00・PM7：30）で放送しています。

平成28年（2016年）11月21日（月曜日） No.１３０４区のおしらせ 1 1 月 2 1 日号

対
象

日
時

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

定
員

費
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

申
し
込
み
方
法

会
場

内
容

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

逢地域振興課区民施設係　☎（３５４６）５６２２

3月分ヴィラ本栖・伊豆高原荘の
申し込み

施　設　名 ヴィラ本栖 伊豆高原荘

在住者優先
申し込み

専用はがき（区内在住者優先利用申込書）　　　12月14日（水）各施設必着
保養施設予約システム　　　12月1日（木）午前7時～14日（水）午後11時
抽選日　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月16日（金）

空室申し込み

（ どなたでも
申し込めます）

保養施設予約システムによる申し込み　　　　12月20日（火）午前0時～
フロントへの電話による申し込み　　　　　　12月20日（火）午前10時～
逢ヴィラ本栖フロント
　☎0120－162312
　（東京23区内からのフリーダイヤル）
　☎0555（87）2711

逢伊豆高原荘フロント
　☎0120－151307
　（東京23区内からのフリーダイヤル）
　☎0557（53）1163

◎ 保養施設予約システムは、区のホームページや、区役所に設置してある利用者端末をご
利用ください。

◎ 伊豆高原荘を利用する際に禁煙室を希望される方、高齢者や身体に障害のある方で２階
の部屋を希望される方は、施設に直接ご連絡ください。

◎区内４カ所からヴィラ本栖まで乗り換えなしで行ける便利な直通バスを運行しています。
◎ 伊豆高原荘では、伊豆高原駅から施設までどなたでもご利用できる送迎バスを運行して

います（利用者の人数に応じて、直通バスおよび送迎バスはジャンボハイヤーに変更する
場合があります）。

◎ 施設のご利用について詳しくは、区役所・区民センター・区民館などに置いてあるパンフ
レットをご覧いただくか、各施設にお問い合わせください。

施　設

女性センターの臨時休館
　12月５日（月）は、館内消毒のため
休館します。
逢総務課女性施策推進係

☎（５５４３）０６５１

子ども向けリサイクル教室
唖12月26日（月）
　午後１時～４時
娃環境情報センター
亜区内在住・在学の小学生（小学校

１・２年生は保護者同伴）
阿ペットボトルや牛乳パックで空気

砲や潜望鏡を作ります。
愛20人（申し込み多数の場合は抽選）
挨無料
［持ち物］
　ペットボトル、牛乳パック、筆記
用具など
姶12月12日（必着）までにはがきに①

～⑤（５面記入例参照）⑥通学先の
名称、所在地、電話番号を記入し
て申し込む（電子申請も可）。

逢環境推進課環境活動係
☎（３５４６）５４０３

ほっとプラザはるみ
「クリスマスイベント」
～すごろく＆エコ楽器作りに挑戦～
唖12月23日（祝）

・１回目　午前10時～11時
・２回目　午前11時～正午
・３回目　正午～午後１時

◎どの回も同じ内容です。都合の良
い時間を選んでお申し込みくださ
い。

娃ほっとプラザはるみ２階集会施設
（１号室・２号室）・和室
亜幼児・小学生（小学校３年生以下

は保護者同伴）
阿集会施設では、自分がこまとなり、

体を動かす指令に挑戦しながらゴ
ールを目指す、すごろくを楽しみ
ます。
　和室では、身近な廃材を活用し
た楽器を作ります。

◎材料は施設で用意します。
愛各回20人（先着順）
挨無料
姶11月25日（金）から電話またはほっ

とプラザはるみ３階受付で申し込
む。

逢ほっとプラザはるみ
☎（３５３１）８７３１

経営セミナー
唖12月12日（月）

午後２時～４時
娃区役所８階大会議室
亜区内中小企業経営者および従業員
［テーマ］
　後継者育成のための「企業風土改
革」～変化の多い時代に生き残る企
業となるために～
［講師］
　㈱戦略マネジメント研究機構代表
取締役社長、ＯＢＴ協会代表
及川　昭
愛100人（先着順）
挨無料
姶区役所７階商工観光課で配布する

申込書に記入してファクスで申し
込む。

◎申込書は区のホームページからダ
ウンロードすることもできます。

逢商工観光課中小企業振興係
☎（３５４６）５４８７
ＦＡＸ（３５４６）２０９７

福祉センター要約筆記啓発講座
唖平成29年１月10日～31日の毎週火

曜日　計４回
午後１時30分～３時30分

娃福祉センター３階会議室
亜区内在住・在勤者
阿要約筆記とは、中途失聴者や難聴

者など手話によるコミュニケーシ
ョンの難しい方のために、話し言
葉を文字にして伝える方法です。
　今年も要約筆記についての基礎
知識を習得するための初心者向け
の入門講座を開催します。

愛20人（申し込み多数の場合は抽選）
挨無料
姶12月16日（金）までに電話またはフ

ァクスに①～⑤（５面記入例参照）
を記入して申し込む（電子申請も
可）。

逢福祉センター管理係
☎（３５４５）９３１１
ＦＡＸ（３５４４）０８８８

英会話教室
初級英会話
唖平成29年１～６月の毎月第１・３

火曜日（１月は第３・５火曜日）
　計12回
　午前10時～11時
◎初回は平成29年１月17日（火）
阿初級英会話のコース
（中学校２～３年生程度）
英会話入門
唖平成29年１～６月の毎月第１・３

火曜日（１月は第３・５火曜日）　
計12回

　午前11時10分～11時50分
◎初回は平成29年１月17日（火）
阿英会話入門のコース
（中学校１年生程度）
ロバートの体当たり英会話
唖平成29年１～６月の第２・４日曜

日　計12回
　午前10時30分～11時30分
◎初回は平成29年１月８日（日）

阿基本フレーズを覚えて英語を話し
てみることを目標としたコース
共　通
娃いきいき桜川大広間
亜60歳以上の区内在住者（いきいき

館の利用者証が必要）
愛各20人（申し込み多数の場合は抽

選）
挨無料
姶11月30日（水）までにいきいき桜川
（桜川敬老館）窓口で直接申し込む
（電話申し込み不可）。

◎受講決定者は12月３日（土）以降館
内に掲示します。

逢いきいき桜川（桜川敬老館）
☎（３５５３）００３０

スポーツ
水中エクササイズ教室
唖平成29年１月７日～３月18日の毎

週土曜日（１月21日・２月11日を
除く）　計９回
午前10時30分～12時30分

娃中央小学校温水プール
亜50歳以上の区内在住・在勤者
阿中高年齢の方を対象とし、リズム

に合わせて全身を動かす水中運動
の教室です。泳げない方でも楽し
めます。

愛50人（申し込み多数の場合は抽選）
挨・教室専用水泳帽代　550円

・施設使用料（毎回必要）
　65歳以上の区民　無料
　区　民　350円
　在勤者　500円

姶12月２日（必着）までにはがきまた
はファクスに①～⑤（５面記入例
参照）⑥過去の本教室参加の有無
⑦在勤の方は会社名・所在地・電
話番号を記入して申し込む。

◎ファクスで申し込む方は送信後、
スポーツ課に受信したか確認の電
話をしてください。

◎抽選の場合は過去に参加していな
い方を優先します。

◎抽選結果は封書でお知らせします。
当選した方については、ご案内を
同封します。

◎学校行事の都合により、開催回数
が変更となる場合があります。

逢スポーツ課スポーツ事業係
☎（３５４６）５５３１
ＦＡＸ（３５４６）９５６１

少年少女水泳教室
（初心者・初級者）
唖平成29年１月13日～31日の毎週

火・金曜日　計６回
午後４時～５時30分

娃月島スポーツプラザ温水プール
亜区内在住・在学の小学生
愛50人（申し込み多数の場合は抽選）
挨指定の水泳帽代として550円（傷害

保険は任意加入で保険料800円は
自己負担）

姶12月２日（必着）までに往復はがき
に①～⑤（５面記入例参照）⑥学校
名⑦学年⑧泳力の程度（具体的に

日　　時 12月9日（金） 12月13日（火） 12月14日（水）
午後1時30分～3時

会　　場 日本橋保健センター
5階料理講習室

月島保健センター
栄養室

中央区保健所
2階栄養室

対　　象
（※1）

7～8カ月ごろの
乳児の保護者

5～6カ月ごろの
乳児の保護者

9～11カ月ごろの
乳児の保護者

内　　容 2回食の進め方 1回食の進め方 3回食の進め方
・離乳食の作り方の紹介　　・試食（保護者のみ）

定　　員
（※2）

各20人 24人
申し込み多数の場合は抽選

費　　用 無　　　料
申し込み方法 11月21日（月）から24日（木）までに電話で申し込む

（受け付けは平日のみ）。
問い合わせ
（申込）先

日本橋保健センター健康係
☎（3661）5071

月島保健センター健康係
☎（5560）0765

中央区保健所健康推進課予防係
☎（3541）5930

（※1）対象は、区内在住で各対象月齢に該当する第1子の保護者の方です。
（※2）定員に満たない場合は、申込受付期間後も前日まで受け付けます。

離乳食講習会
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平成28年（2016年）11月21日（月曜日） No.１３０４区のおしらせ 1 1 月 2 1 日号

「区のおしらせ　中央」は区役所、特別出張所、区民館などの区施設、コミュニティバス、区内公衆浴場、一部金融機関、百貨店、ファミリーマート（一部店
舗を除く）、都営地下鉄の駅（東銀座・宝町・築地市場・日本橋・人形町・東日本橋・馬喰横山・浜町・勝どき・月島）、東京メトロの駅（京橋・銀座・東銀座・
新富町・築地・八丁堀・三越前・日本橋・人形町・茅場町・小伝馬町・水天宮前・月島）、ＪＲの駅（新日本橋・馬喰町）、文化堂でも配布しています。

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

チョッと
知っ得紺こ

ん

糸い
と

威お
ど
し

丸ま
る

胴ど
う

具ぐ

足そ
く

附つ
け
た
り 

具ぐ

足そ
く

櫃び
つ

　 

　

区
民
有
形
文
化
財 

工
芸
品

佃
一
丁
目
11
番
８
号

石
川
島
資
料
館

中央区まるごとミュージアム2016
　10月30日、｢中央区まるごとミュージアム2016｣が開催
されました。当日は41の多彩な文化イベントが区内全域
で繰り広げられ、参加した皆さんは無料で運行されたバ
スや船を活用して、画廊・美術館巡りや水辺からの美しい
景観など、中央区のさまざまな魅力を堪能していました。

策
定
し
ま
す
。

意
見
の
募
集
期
間

　
11
月
22
日（
火
）〜

 

12
月
12
日（
月
）

閲
覧
場
所

　
区
役
所
６
階
ス
ポ
ー
ツ
課
、
１

階
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、日
本
橋・月
島

特
別
出
張
所
の
他
、
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法

　
住
所
、
氏
名（
団
体
の
場
合
は

団
体
名
と
代
表
者
名
）、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
区
役
所

６
階
ス
ポ
ー
ツ
課
体
育
施
設
係
に

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
区
民

意
見
提
出
手
続
き
）か
ら
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
ご
意
見
の
送
付
先

〒
１
０
４

－

８
４
０
４

　
中
央
区
築
地
１

－

１

－

１

　
ス
ポ
ー
ツ
課
体
育
施
設
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
５
２
９

 

℻  （
３
５
４
６
）９
５
６
１

絢sports_01@
city.chuo.lg.jp

　
中
央
区
と
の
友
好
都
市
交
流
25

周
年
を
迎
え
た
山
形
県
東
根
市
が
、

隣
町
の
河
北
町
と
合
同
で
観
光
物

産
展
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時

　
11
月
27
日（
日
）

　
正
午
〜
午
後
５
時

会　
場

　
月
島
西
仲
共
栄
会
商
店
街（
西

仲
通
り
一
番
街
）

内　
容

　
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、
ふ
じ
り
ん
ご
、

紅
花
関
連
商
品
や
い
も
煮
の
格
安

販
売
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い

ま
す
。

逢
東
根
市
経
済
部
商
工
観
光
課

 

☎
０
２
３
７（
４
２
）１
１
１
１

東
根
市
・
河
北
町
観
光
物
産
フ
ェ
ア

 

ｉ
ｎ
月
島
西
仲
商
店
街

中央区スポーツ
推進ビジョンに
対する意見募集

　
区
で
は
、
20
歳
を
迎
え
る
皆
さ

ん
の
門
出
を
記
念
し
て「
新
成
人

の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の「
新
成
人
の
つ
ど
い
」は
新

成
人
を
中
心
と
す
る
実
行
委
員
が

企
画
・
運
営
を
行
い
ま
す
。
厳
粛

な
式
典
と
楽
し
い「
つ
ど
い
」の
中

で
、
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
に
感
謝

し
、
大
人
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
共
に

祝
い
ま
し
ょ
う
。
恩
師
の
方
々
も

お
招
き
し
ま
す
。

日　
時

　
平
成
29
年
１
月
９
日（
祝
）

・ 

受
け
付
け　

 

午
前
10
時
40
分
〜

・ 

式
典　

 

午
前
11
時
30
分
〜

　
（
２
時
間
程
度
）

会　
場

　
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル（
日

本
橋
蛎
殻
町
２

－

１

－

１
）

対　
象

　
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方内　
容

・
記
念
式
典（
手
話
通
訳
が
あ
り

ま
す
）

・ 

新
成
人
の
つ
ど
い

　
懇
談（
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
）

や
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン

案
内
状
の
送
付

　
12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す（
案

内
状
に
入
場
券
を
同
封
し
ま
す
の

で
、当
日
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

◎
区
内
に
お
住
ま
い
で
も
、
転
入

手
続
き
を
し
て
い
な
い
と「
案

内
状
」を
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
転
入
手
続
き
が

済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者
で「
案
内
状
」が
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎「
新
成
人
の
つ
ど
い
」に
は
、
新

成
人
以
外
の
方
は
出
席
で
き
ま

せ
ん
。

逢   

中
央
区
新
成
人
の
つ
ど
い
実
行

委
員
会
事
務
局（
文
化
・
生
涯

学
習
課
内
）

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
０
５

▲昨年度の記念式典の様子

　
区
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
施
策

の
方
向
性
を
示
す
た
め
、
本
年
度

「
中
央
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ビ
ジ
ョ

ン
」を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
間

の
ま
と
め
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
区

民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
、
よ
り
良
い
ビ
ジ
ョ
ン
を

二
十
歳
の
記
念 「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

　
中
央
区
佃
地
区
に
は
、
江
戸
情

緒
漂
う
伝
統
的
な
町
家
建
築
が
残

る
場
所（
佃
一
丁
目
の
一
部
）が
あ

る
一
方
で
、
月
島
地
域
の
最
北
部

に
位
置
す
る
エ
リ
ア（
佃
一
・
二

丁
目
の
石
川
島
播
磨
重
工
業
佃
工

場
跡
地
）に
は
高
層
住
宅
群
が
林

立
す
る
大
川
端
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
21

が
あ
り
ま
す
。
佃
小
橋
か
ら
眺
め

ら
れ
る
新
旧
相
ま
っ
た
景
観
は
、

訪
れ
る
人
々
が
足
を
止
め
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
佃
堀
を
挟
ん
で
南
北
の
町
並
み

に
対
照
的
な
様
相
が
み
ら
れ
る
佃

地
区
は
、
歴
史
を
た
ど
る
と
、
幕

府
船ふ

な

手て

頭が
し
ら

で
あ
っ
た
旗
本
の
石
川

氏
が
拝
領
し
た
隅
田
川
河
口
の
島

（「
石
川
島
」）と
正
保
元
年（
１
６

４
４
）に
漁
師（
猟
師
）町
と
し
て

築
島
さ
れ
た「
佃
島
」（
摂せ

っ

津つ

国の
く
に

西

成
郡
佃
村
の
漁
師
た
ち
が
拝
領
し

て
埋
立
造
成
）の
２
つ
の
島
が
原

形
と
な
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
石
川
氏
の
拝
領
屋
敷
が

あ
っ
た
石
川
島
は
、寛
政
２
年（
１

７
９
０
）に
隣
接
地
を
埋
立
造
成

し
て
人
足
寄
場（
無む

宿し
ゅ
く

の
授
産
・

更
生
施
設
）が
設
置
さ
れ
、
２
年

後
に
は
石
川
氏
の
屋
敷
替
え
に
伴

っ
て
寄
場
の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
幕
末
に
な
る
と
嘉
永

６
年（
１
８
５
３
）の
ペ
リ
ー
浦
賀

来
航
を
契
機
に
水
戸
藩
の
洋
式
造

船
所
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

明
治
新
政
府
の
も
と
で
官
営
と
な

っ
た
石
川
島
造
船
所
は
、
明
治
９

年（
１
８
７
６
）に
民
営
造
船
事
業

へ
と
転
換
し
、
事
業
拡
大
や
合
併

を
進
め
な
が
ら
昭
和
54
年（
１
９

７
９
）の
佃
工
場
閉
鎖
ま
で
日
本

の
産
業
分
野
の
一
翼
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
工
場
跡
地
に

立
つ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
21
内
に
石
川

島
資
料
館
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、

幕
末
の
洋
式
造
船
所
に
始
ま
る
石

川
島
播
磨
重
工
業（
現
在
の
株
式

会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
）の
沿
革
な
ど
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
文
化
財
は
同
資

料
館
の
一
角
に
展
示
さ
れ
て
い
る

紺
糸
威
丸
胴
具
足
で
す
。
伝
承
に

よ
れ
ば
、
隅
田
川
河
口
の
地
を
拝

領
し
た
石
川
八
左
衛
門
政ま

さ

次つ
ぐ（

正

次
）の
父
・
重し

げ

次つ
ぐ

所
用
の
具
足
と

し
て
同
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
、

馬
皮
黒
漆
塗
の
桐
製
具
足
櫃（
具

足
や
小
道
具
を
収
め
る
収
納
箱
）

に
か
け
ら
れ
た
覆
い
に
は
石
川
家

の
家
紋「
丸
に
葦
の
葉（
石
川
葦
）」

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
こ
の

具
足
は
、主
要
部
で
あ
る
兜か

ぶ
と・胴・

袖
の
三み

つ

物も
の（

３
つ
で
１
組
と
す
る

鎧よ
ろ
い

の
称
）と
と
も

に
、
面め

ん

具ぐ（
顔
を

守
る
）・
籠こ

手て（
腕

を
守
る
）・
佩は

い

楯た
て

（
腿も

も

を
守
る
）・
臑す

ね

当あ
て（

足
を
守
る
）な

ど
の
小
具
足
類
を

備
え
た
、
い
わ
ば

〝
不
足
な
く
具そ

な

わ

っ
た
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

〞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
戦
国
時
代
の
鉄
砲
伝

来
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
腹は

ら

巻ま
き

・
胴ど

う

丸ま
る

・
腹は

ら

当あ
て

と
い
っ
た
古
式
の
甲
冑

（「
昔む

か
し

具ぐ

足そ
く

」）を
改
良
し
、
新
兵
器

の
鉄
砲
や
歩
兵
集
団
戦
の
鑓や

り

先さ
き

な

ど
か
ら
身
体
を
防
御
す
る
小
具
足

完
備
の「
当と

う

世せ
い

具ぐ

足そ
く

」（
新
様
式〈
今

は
や
り
、
当
世
風
〉の
具
足
の
意

味
）が
普
及
し
ま
し
た
。
石
川
家

伝
来
の
具
足
は
、
兜
・
胴
・
具
足

櫃（
16
世
紀
後
半
〜
17
世
紀
前
半

の
作
と
推
定
）の
一
部
を
除
き
、

修
復
な
ど
に
よ
る
後
補
が
多
い
も

の
の
、
防
御
性
と
機
動
性
を
兼
ね

備
え
た
当
世
具
足
の
特
徴
が
良
く

表
れ
た
も
の
で
す
。

　
頭
の
形
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た

鉄
朱
漆
塗
日ひ

根ね

野の

頭ず
な
り

形が
た

の
兜
鉢
は
、

眉ま

庇び
さ
し

中
央
に
木
製
黒
漆
塗
天て

ん

狗ぐ

面め
ん

の
前ま

え

立だ
て（

兜
正
面
の
飾
り
物
）を
付

け
、
頸け

い

部ぶ

を
鉄
朱
漆
塗
日
根
野
形

紺こ
ん

糸い
と

毛け

引び
き

威お
ど
し

５
段
の
錏し

こ
ろ

が
覆
っ
て

い
ま
す
。
鼻
か
ら
下
を
覆
う
面め

ん

頬ぽ
お

は
、
口
を
開
い
て
威
嚇
的
な
表
情

を
み
せ
る
鉄
朱
漆
塗
烈れ

っ

勢せ
い

頬ぼ
お

で
、

こ
の
下
に
鉄
板
物
朱
漆
塗
紺
糸
毛

引
威
４
段
の
喉の

ど

輪わ

が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
練ね

り

革か
わ

の
本ほ

ん

小こ

札ざ
ね（

細
長
い
小
札
を
並
べ
重
ね

た
も
の
）で
仕
立
て
ら
れ
た
朱
漆

塗
本
小
札
紺
糸
毛
引
威
丸
胴（
前ま

え

立た
て

挙あ
げ〈

胸
部
〉３
段
・
後う

し
ろ

立た
て

挙あ
げ〈

背

部
〉４
段
・
長な

が

側か
わ〈

腹
部
〉６
段
）は
、

銅
覆ふ

く

輪り
ん（
周
縁
の
金
属
補
強
と
装

飾
を
兼
ね
る
部
分
）に
唐
草
文
が

施
さ
れ
て
お
り
、
胴
下
に
垂
れ
て

大
腿
部
を
覆
う
草く

さ

摺ず
り（

６
間け

ん〈
分
割

間
数
〉5
段〈
板
の
枚
数
〉下
が
り
）

と
と
も
に
実
に
精
巧
な
作
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
石
川
島
の
歴
史
を
物
語
る
希
少

な
こ
の
具
足
は
、
当
世
具
足
と
し

て
の
機
能
性
と
威
厳
に
満
ち
た
美

し
さ
を
今
も
な
お
伝
え
て
い
ま
す
。

中
央
区
総
括
文
化
財
調
査
指
導
員

 

増
山
一
成

▲紺糸威丸胴具足
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